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「BackOfficeV2023(R1.3)-V2021(R3.3)-V2020(R3.3)」_追加機能
●「入金伝票」「売上伝票」に「領収書」印刷の機能追加。
「売上伝票」「入金伝票」から「領収書」の印刷が行えるようになりました。
発行手順は以下の通りです。
＊「領収書」は白紙用紙/縦形式（A4)のみ対応となります。フォーマットの変更は行えません。
＊印刷は、伝票登録時と伝票一覧からの一括発行が行えます。
＊「入金伝票」から発行した「領収書」には、税率毎の内訳は印字できません。入金合計金額のみ印字します。

【操作手順】
1.　伝票を入力します。
＊伝票の「備考」欄を但書として印刷する事もできます。

2.「発行形式」ボタンをクリックし、【伝票発行形式】＝「白紙用紙/縦（領収書）」を選択します。
その他、印字オプションを確認し設定します。

〔入金伝票＝発行形式〕

〔売上伝票＝発行形式〕

＊「売上伝票」では、発行形式を「白紙用紙/縦（領収書）」に変更した時点で領収書用のオプション表示に切り替
わります。また、「売上伝票」から領収書を発行する場合、「適格請求書等保存方式で印字」のオプションがオン
でなければ消費税率毎の内訳は印字しません。

＊消費税率毎の内訳が3種類以上になる場合は、印字レイアウトの関係で内訳は印字されません。　　
＊「領収書（控）」の印字オプションをオンにし、
■白紙用紙出力先＝「紙」を選択した場合、A4用紙上部＝「領収書」、下部＝「領収書(控)」で印刷されます。
■白紙用紙出力先=「PDF」を選択した場合、PDFファイルは「領収書」「領収書(控)」で別ファイルとして作成

されます。　　　　　
3.「発行形式登録」ボタンをクリックし、発行形式を保存します。
4. 伝票の「登録」ボタンクリックすることで、出力が開始されます。
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■以下、「売上伝票」「入金伝票」から発行した「領収書」印字例です。
領収書の伝票番号印字の罫線で、どちらの伝票から発行した領収書かの区別が行えます。
「入金伝票＝1重線」「売上伝票＝２重線」

〔入金伝票から発行した「領収書」印刷例〕

〔売上伝票から発行した「領収書」印刷例〕　　

２重線

1重線

「■白紙用紙出力先=PDF」を選択された場合のファイル保存先は以下となります。
(例)2023 年 11月 01日に「領収書」を 2023年 11月 10日の 18時 16分 45秒に発行した場合
「Win=ドキュメント(Mac=書類)」フォルダ => 「Marvel」 => 「BIZTREK_BackOffice」 => 「PDF」 => 
「(自社名) => 「領収書」=> 「2023」 => 「11」 => 「01」 => 「20231110_181645」

※領収書のPDFファイルは、売上伝票と入金伝票どちらからの発行でも同じ「領収書」フォルダに保存されます。
(注)PDF 保存先の変更は行えません。
作成された PDFファイル及び、自動作成されるログファイル（記録ファイル=「log_XXX.txt」）は PDFメール
送信機能(v2021 以降の機能）で使用する重要なファイルです。ファイル名変更、移動、削除、内容の変更を行わない
でください。※log ファイルを編集して管理されたい場合は、必ず別の場所にコピーを取ってご利用ください）
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●「入金伝票」「支払伝票」の印刷機能追加。
「入金伝票」「支払伝票」の印刷が行えるようになりました。
操作方法は他の伝票と同様に伝票画面の「発行形式」ボタンから、「伝票発行形式」＝「白紙用紙／縦」形式を選択し、
発行形式を保存。伝票の「登録」ボタンをクリックして発行を行えます。
＊印刷は、伝票登録時と伝票一覧からの一括発行が行えます。

以下、各伝票から発行した印字例です。

・入金伝票印刷例

・支払伝票印刷例
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●各伝票＝「発行形式」、請求書・支払明細書＝「出力対象」のオプション「■白紙用紙出力先」に「紙とPDF」の選択を追加。
現在の「■白紙用紙出力先」オプションでは、「紙（デフォルト設定）」「PDF」「得意先（仕入先）マスタの参照」での発行が
行えますが、インボイスの保存の義務に伴い、「紙」で発行したインボイスの保存を「PDF」にて保存するケースが多くなりまし
た。そのため、発行と同時に「紙＝印刷」と「PDF」でも保存が行えるように、選択項目を追加しました。
紙に印刷した請求書や納品書等のインボイスを「PDF」で保存される場合、「■白紙用紙出力先」＝「紙とPDF」を選択して発行

を行ってください。オプションの設定箇所は以下となります。

・各伝票の「発行形式」オプション
（例）売上伝票発行形式

・請求書、支払明細書の「出力対象」オプション
（例）請求書

【!! 重要!! 】
「請求書」（「支払明細書」）をインボイスとして「紙」で発行し、「PDF」で保存する場合の注意点
「請求書」（「支払明細書」）をインボイスとして「紙」で発行した後、「PDF」で保存する場合、今回追加された「紙とPDF」　
に設定の上、発行を行なってください。
「請求書No」は、請求書発行画面を閉じるまで、連番で発行されます。
紙で発行後に続けて 「■白紙用紙出力先」＝「PDF」へ変更して発行すると、紙で発行した請求書Noと PDFで発行した
請求書Noが一致せずに発行されます。
そのため、上記の場合、紙発行後に「請求書No.」を手入力で、紙発行時に指定した番号（デフォルトは「1」） に変更
して「■白紙用紙出力先」＝「PDF」に変更して再発行が必要になります。
※インボイスの保存は、発行した帳票のまま（コピー）でなくても、インボイスの必要項目が確認できる物であれば、
形式は問われません。もし、１０月請求分を請求書No.の変更せずに「紙」->「PDF」にて
保存された場合でも、インボイス必要項目は全て紙発行した請求書と同じ内容となりますので、再発行の必要はありません
が、税務調査があった場合、担当者によっては質問される場合があるかもとのことです。
(その際は口頭での説明が必要となります。)
＊上記、国税庁電話相談にて確認済み。
＊なお、売上伝票等の伝票番号は固定の番号となりますので、紙→PDF発行の場合でも伝票番号は変わりません。　　
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●「仕入伝票仕訳転送」BIZTREK財務管理インボイス版へ対応
BackOffice から BIZTREK財務管理へ仕入伝票転送を行う際、財務管理のインボイス版の仕様に対応しました。
転送データをBIZTREK財務管理に合わせた形で仕入伝票の仕訳データが EXPORTされます。

（例） 伝票日付　2023年 10月 1日　　請求書区分=「区分記載」　

2023年 10月 1日以降の仕入伝票で、請求書区分が「区分記載」の場合は 、伝票日付をみて　
「摘要メモ」の請求書区分表示に経過措置期間に応じた控除記号が付くようになりました。
・8
・5
・■
＊BackOffice では「●（少額特例）」「○（古物商）」には対応しません。
＊控除記号の説明につきましては、BIZTREK財務管理インボイス対応マニュアルを参照ください。

また、仕入先マスタの「仕入先略称」も摘要メモ項目にセットするようになりました。
＊仕入先マスタの仕入先略称に「:（コロン）」「_（アンダーバー）」が含まれている場合は、それらの記号を取り除いた略称を　
セットします。

■旧バージョン
貸区:No.1(001000001)
＊「インボイス区分:摘要メモ」のフォーマット
■本バージョン
貸区 8:河野工場:No.1(001000001)
＊「インボイス区分+控除区分（8or5or■）:仕入先略称:摘要メモ」のフォーマット
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「BackOfficeV2023(R1.3)-V2021(R3.3)-V2020(R3.3)」_変更点及び修正点
●請求書（支払明細書）発行時、「本発行時に前回残高の金額チェックを行う」をオンで発行した時の残高計算条
件を変更
請求書（支払明細書）を発行する時、「本発行時に前回残高金額をチェックを行う」のオプションをオンにした時の残高計算
条件を一部見直しました。
残高計算時、「基本情報」の「導入日」より前の伝票は再計算に含まないように変更。

●「見積伝票」「受注伝票」を白紙用紙で印刷した時、「事業者登録番号を印字」をオンに設定しても印字されなかった点を
修正しました。


